
①卒業30周年記念事業「母校愛のリレー」
会場：松本県ヶ丘高校大体育館
○パネルディスカッション「夢をかなえた先輩たち」
　【パネリスト】百瀬賢午・征矢芳友・柴田みち・黒田潤・吉岡佳江
　【司会・進行】田中玲子・吉江友次郎

○ギター演奏  百瀬賢午

②卒業30周年 記念祝賀会
会場：ホテル ブエナビスタ

高校第37回卒業  みんなの会
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「夢は見るものじゃない。掴むものだ。」
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みんなの会実行委員会 制作

「県陵」の二文字は
佐藤 彦雄 同窓会長の書です
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日時：平成27年4月25日　9:30～場所：松本県ヶ丘高校大体育館

第92回開校記念式典
１　開式の辞
２　校歌斉唱
３　学校長式辞
４　来賓祝辞
５　来賓紹介
６　記念品贈呈
７　閉式の辞

卒業30周年記念事業
「母校愛のリレー」
１　開会
２　パネルディスカッション　　「夢をかなえた先輩たち」３　百瀬賢午氏・ギター演奏４　在校生謝辞
５　応援歌「覇権の剣」６　実行委員長挨拶
７　襷引継ぎ
８　閉会

記念式典・記念事業式次第

夢をかなえた先輩たち
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Minna-no-kai

「いつかわかる時が来る」　　ただ漠然と県陵を受験して、入学した三十数年前の自分。義務教育を終え、社会に出るための
通過点のひとつくらいにしか考えていなかったあの頃。　「いつかわかる時が来る」そんな言葉を贈りたいと思う。　「いつか」っていつ？ と聞かれても答えはない。それぞれ違うけれど、「いつか」は必ず来る。
入学早々の試練「応援練習」。そしてやってくる「競歩大会」。理不尽だと思うこともある。世の
中に出ればそんなことばかり。発声練習に始まり、校歌や何曲もの応援歌。歌詞を覚えることで
さえままならないのに、大きな声を出して歌わないとチェックが入り前に出される。皆が必死で
過ごす数日。応援団諸君は、さらに過酷な練習をすることも付け加えておきたい。
　「いつか」が来るのはそれぞれ違う。　「県陵」にいたこと。必死に応援歌を覚えたこと。みんなで何十キロも歩いたこと。それぞれに
大きな意味がある。意味が無いならやらないでもいい。いつかわかるから、今の県陵を楽しんで
ほしい。
「いつかわかる時が来る」その日を楽しみにしていてほしい。

愛のリレー実行委員長　岩垂　彰

 第　　　回37

平成27年4月25日（土）
みんなの会「母校愛のリレー」

みんなの会より寄贈


